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１．はじめに

１）背景

日本は、世界第一位の長寿大国となったが、認知症は、2025 年には、現在の 1.5 倍になる

と推計されており、今後の認知症予防対策は、急務である。筆者は、高齢者施設で、認知症予

防や健康維持のために取り入れられている能動的集団音楽療法が、さらに有効な活動として位

置づけられるよう、身体運動を導入した音楽療法を考えた。

２）先行研究

音楽療法にいての、過去の報告では、心理面への改善が多いが、運動療法については、亀ヶ

谷１２）の報告と同じように、認知機能の改善に対して、多くの報告がある。 佐藤１３）は、音

楽体操活動と身体運動の MMSE（Mini Mental State Examination）値を比較している。しか

し、音楽療法に身体運動を入れた群と音楽療法群、そして身体運動群、さらにコントロール群

も設定して比較検討した報告はまだない。

３）目的

音楽療法に身体運動を加えることが、よりよい効果を発揮するか否かを知るために、「音楽療

法」や「身体運動を導入した音楽療法」、また「身体運動」、さらに「コントロール群」を設定

して、比較検討することがこの度の介入研究の目的である。この結果は、今後の日本の高齢者

の認知症予防に向けて、音楽療法の領域にとっても、一助になることが期待される。

２．研究方法

それぞれの施設に「身体運動を導入した音楽療法」、「音楽療法」、「身体運動（座位）」のどれ

かを、1 ヶ月通して行なった。介入は、１週間に 2 回、1 回につき 50 分間、全 8 回で、入所者

は自由参加とした。対象者は全施設で 28 人であった。なお、介入を何もしない「コントロー

ル群」も設定した。測定指標は、MMSE（Mini Mental State Examination）認知症テスト、

改訂版 PGC（Philadelphia Geriatric Center Morale Scale）、握力測定、SNAQ（Simplified

Nutrition Appetite Questionnaire）食欲尺度の４種類である。

活動介入前と 8 回の活動修了後に、上記の４種類の指標測定を行ない、収集した数値を対応

のある ｔ検定で、介入前後の変化を比較検討した。

３．結果

介入前後の変化を見ると、「身体運動を導入した音楽療法群」の PGC 値に有意な差が認めら

れた（ｐ＝0.006）。また、「音楽療法群」と「身体運動群」の MMSE 値にも有意な差が認めら

れた（ｐ＝0.018、P=0.006）。さらに、「身体運動群」には、握力値にも有意な差が認められた

（ｐ＝0.01）。

4 考察

今研究により、「身体運動を導入した音楽療法」は、心理側面に関して、他の活動群よりも改

善することがわかった。しかし、認知機能面については、明確な成果を得ることは出来なかっ

た。今研究では、対象者の条件が揃わず、成果を捉えるには限界があり、今後の課題となった。
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